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論文審査の結果の要旨 
 
 山﨑 聡君は筑波大学第 2 学群農林学類を平成 2 年 3 月卒業後、ただちに三井東圧化学（株）名
古屋研究所に入社しポリウレタンに関する研究をスタートさせた。その後、平成 9 年 9 月会社合併
により三井化学（株）化成品研究所（その後、フォーミュレーション研究所に名称変更）に、平成
13 年 4 月さらに武田薬品工業（株）化学品カンパニーとの合併により、三井武田ケミカル（株）研
究所に移り、ポリウレタンおよびその周辺の化学の研究に従事してきた。また、この間、京都大学
受託研究員として生体医療工学研究センター升田教授の下で 1 年 7 ヶ月間「ポリウレタンウレアエ
ラストマーの弾性的性質に関する研究」を行った。これらの研究結果を審査付き論文 2 件国際学会
プロシーデイング 1 件と多数の特許として公表している。平成 15 年 4 月に大学院生産科学研究科物
質科学専攻物性科学講座に、現職のまま、入学し現在に至っている。 
同君は長崎大学に入学以降も「ポリウレタンの合成・構造・物性に関する研究」に従事し、その
成果を平成 17 年 12 月に主論文『動的重合による熱可塑性ポリウレタンエラストマーのミクロ凝
集構造と物性に関する研究』として完成させ、参考論文 8 編（うち審査付き 3 編；投稿中 2 編）を
添えて長崎大学大学院生産科学研究科教授会に博士（工学）の学位を申請した。 
長崎大学大学院生産科学研究科教授会は、平成 17 年 12 月 21 日の定例教授会において論文内容を
検討し、本論文を受理して差し支えないものと認め、上記の通り審査委員を選定した。委員会は主
査を中心に論文の内容について新規性・科学的意義を慎重に審議し、公開論文発表会での発表を行











本論文は 7章からなる。第 1 章では、本研究の目的を述べた。最近の特許および既報の研究を含










んど影響しないことを明らかにしている。第 5 章では、TPU をシートに射出成形した後、直ちに 23
～120℃の範囲でアニールした試料のミクロ凝集構造を調べることにより、アニール温度の上昇がゴ
ム状平坦領域の弾性率の低下およびその終端温度の上昇、ならびに引張試験における破断伸びを増




分離構造の進行が TPU のレオロジー的性質にも大きく影響することを明らかにしている。第 7 章で
は、本研究の総括を行うとともに、今後の展望について述べている。 
 
平成18年2月15日開催の研究科教授会は、本論文が新規な内容を含みポリウレタン科学の発展に学
術的かつ工業的に寄与するものであることを認め、博士（工学）の学位に値すると判定した。 
 
